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　わが国では，生活習慣の欧米化に伴
い糖尿病患者数が増加傾向にある。平
成28年に厚生労働省が行った国民健
康・栄養調査では，糖尿病有病者は約
1,000万人と推計されている。今後も，
糖尿病患者数の増加が予測されること
から，有効な予防・治療対策の確立・
導入が必要である。糖尿病は，慢性的
な高血糖状態を特徴とする代謝性症候
群であり，高血糖ならびに付随する動
脈硬化性リスク因子が集簇し，細小血
管（網膜症，腎症，神経障害）・大血管
障害（心筋梗塞，脳梗塞，閉塞性動脈
硬化症）を合併する。特に，糖尿病患
者における心筋梗塞などの心血管疾患

  
はじめに

の発生頻度は高率であり，その予後に
影響を及ぼす。海外で行われた疫学的
研究は，糖尿病患者の心血管疾患の発
生頻度が非糖尿病患者の２〜４倍，死
亡率も３倍にのぼることを報告してい
る。ゆえに，糖尿病性動脈硬化症を予
防しうる治療介入により，心血管疾患
の発症を予防することが必要である。
　糖尿病治療薬であるαグルコシダー
ゼ阻害薬は，腸管における糖吸収を抑
制して，食後の血糖値上昇を抑制する
作用を有する。これまでの研究により，
糖尿病性動脈硬化症の形成・進展にお
いて，食後血糖値が関与することが報
告されてきた。食後血糖値の上昇が心
血管イベント発生に関与することか
ら，その治療は糖尿病症例の予後改善

にもつながる可能性が期待される。本
稿では，αグルコシダーゼ阻害薬の食
後高血糖ならびに心血管イベント発生
に対する有効性を紹介する。

　食事により摂取された炭水化物は，
小腸においてαアミラーゼにより二糖
類に分解される。その後，小腸粘膜上
皮細胞に存在する二糖類分解酵素（α
グルコシダーゼ）により単糖類まで分
解され吸収される。αグルコシダーゼ
阻害薬は，この二糖類分解酵素である
αグルコシダーゼを競合的に阻害する
作用を有し，糖の分解・吸収を遅らせ
て，食後の血糖上昇を軽減させる効果

  
αグルコシダーゼ阻害薬の作用機序

心筋梗塞抑制を見据えたαグルコシダーゼ阻害薬
Prevention of Myocardial Infarction with Alpha glucosidase inhibitor
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